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こ
こ
ま
で
　

F
reed

m
an
の
ア
イ
デ
ア
（
写
像

g
の
構
成
）

再
埋
込
定
理
を
無
限
回
使
っ
て

C
H
達
の
包
含
族

{C
H

r }
r∈

C
S

を
作
っ
た
上
で

各
々
の

C
asson

H
an

d
le
の
世
代

k
を
上
げ
て
い
く
こ
と

を

C
S
の
小
数
点
以
下
の
桁
数

k
を
上
げ
て
い
く
こ
と

に
対
応
さ
せ
て

,

写
像

g
:
D

→
C

H
を
帰
納
的
に
構
成
し
た

.
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k
=

2

k
が
有
限
で
あ
る
限
り
無
限
回
反
復
は
全
く
使
っ
て
い
な
い

.
各

C
H
の

“有
限
世
代
止
ま
り

”し
か
使
っ
て
い
な
い
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こ
こ
か
ら
が
本
当
の
６
章
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S
olid

toru
s
B

jk
に
は
ホ
モ
ロ
ジ
ー
が
あ
る
か
ら
つ
ぶ
し
て
は
い
け
な
い

.

　
⇒
各
々
円
板

d
jk
を
張
ら
せ
て
つ
ぶ
す

.
j
は

k
ご
と
に
決
ま
る
有
限
の
通
し
番
号

=
成
分
数

.

T
h
e

con
d
ition

of
th

e
d
isks{d

jk }
th

at
b
ou

n
d
s
c
jk

(p
.407):

(1)
E

ach
d
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is
im

b
ed

d
ed
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intA

−
∪ ∞l=

k B
l,l+

1

(2)
d
jk ∩

d
j ′k ′

=
∅

for
k�=

k ′,j�=
j ′.

(3)
N

o
d
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to

th
e

com
p
on

ent
ofW

h
in

m
ore

th
an

on
e

p
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N

o
com

p
on

ent
W

h
intersects

m
ore

th
an
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e

d
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e
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jl

w
ith

l≤
k
,∀

j}.
(???)
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c
k j

δ
k j

T
h
e

im
m

ersed
d
isk

δ
jk

th
at

b
ou

n
d
s
c
jk

=
core

of
B

jk

T
h
e

d
isk

d
jk

w
ill

b
e

con
stru

cted
as

d
jk

=
δ
jk

+
θ
jk

w
h
ere

θ
jk

:
(δ

jk ,∂
δ
jk )→

(R
r ,con

st)
is

a
fu

n
ction

to
control（

ず
ら
す
）

th
e

r-coord
.問
題
は

...



コ
コ
！

c
k j

δ
k j

問
題
は

level
r∈

C
S
.

c
jk ×

{r}
の
近
傍
に
は
　

W
h

=
∪

r∈
C

S (X
r ×

{r})　
が
入
っ
て
い
た

.

D
=

A
/ W

h
で
は
１
点
に
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る

.（
成
分
ご
と
に
）

.

⇒
関
数

θ
jk
を
た
い
そ
う
注
意
深
く
構
成
す
る

.



関
数

θ
jk
の
構
成
：
　
ま
た
し
て
も
帰
納
法
！

q θ
jk

q
=

1,2,···
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of

θ
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n
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”(p
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X
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X
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δ
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ε
q

:=
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p|q+
1 θ

jk −
q θ

jk |　
が
　

ε
q+

1
<

12
ε
q 　
を
満
た
す
よ
う
に

.



T
h
e

in
d
u
ctive

con
stru

ction
of

θ
jk

like
“C

antor
fu

n
ction

”(p
.409)

X
1

X
2

X
3

X
4

θ

δ
θ
jk

:=
lim

q→
∞

q θ
jk

θ
の
停
留
値

r座
標
を
す
べ
て
異
な
る

C
S −
の
値
に
選
ぶ
！

P
erfect!
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６
章
の
終
り
に
な
ぜ
か

...(p
.412)

T
h
e
o
re

m
8
.3
（
８
章
で
証
明
す
る
）

∀
C

H
,

∃
h
om

eom
orp

h
ism

α
:
◦H
→

C
H

/{gap
+}

T
h
e
o
re

m
1
.1
（
主
定
理
：
１
章
に
書
い
て
あ
る
）

∀
C

H
,

∃
h
om

eom
orp

h
ism

:
◦H
→

C
H

で
も

,８
章
も
途
中
ま
で

.
１
章

(p
.362)

に
証
明
の
仕
上
げ
が
書
い
て
あ
る

.



定
理

1
.1
の
証
明
方
法

(p
.412)

　
“閉
集
合
を
た
く
さ
ん
つ
ぶ
す

”
写
像

を
元
に
し
た
写
像

β
=

β −
1◦

α
:
◦H
→

C
H
が

“あ
る

”.
◦H
と

C
H
に
は

,そ
れ
ぞ
れ

A
ttach

in
g

p
art

∂ −
と
そ
の

collar
W

　
が
指
定
さ
れ
て
い
る

.
c

:
∂
D

2×
intD

2×
([0,ε],{0})→

(W
,∂ −

)

C
H
 or H

１
点
コ
ン
パ
ク
ト
化

。
∼=int

◦H
,
C

H
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

,
∂ −

H
,
∂ −

C
H
を
取
り
除
い
て
１
点
コ
ン
パ
ク
ト

化
す
る

.
ど
ち
ら
も

S
4
と

d
iff

eo.
（

intC
H

∼=
R

4
p
.381）

W
の
部
分
に
は

β
の
特
異
点
は
な
い

.
β
か
ら
作
る
写
像

f
:
S

4→
S

4

に
９
章
の
定
理
を
使
う
（
仮
定
を
確
認
）

.
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